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JIS※断熱性
による区分

ガラスの熱貫流率
（W/㎡･K） 代表的なガラス構成 エコガラス区分

Ｔ１ 2.7超え、4.0以下 複層ガラス
（中空層12mm） －

Ｔ２ 2.3超え、2.7以下 Low-E複層ガラス
（中空層6mm）

エコガラスＴ３ 1.9超え、2.3以下 Low-E複層ガラス
（中空層12mm）

Ｔ４ 1.5超え、1.9以下 ガス入りLow-E複層ガラス
（中空層9mm）

Ｔ５ 1.1超え、1.5以下

ガス入りLow-E複層ガラス
（中空層12mm）

Low-E三層複層ガラス
（中空層12mm×2）

エコガラスＳ

Ｔ６ 1.1以下 ガス入りダブルLow-E三層複層ガラス
（中空層12mm×2）
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１．高断熱建材の性能・普及の現状【ガラス】

(１) 種類・性能
 複層ガラス（JIS R 3209:2018）において、断熱性能は、６

種類に区分される。
 板硝子協会は、Ｔ５以上（Ug値1.5以下）のLow-E複層ガ

ラスを『エコガラスＳ』と定義し、訴求している。
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１．高断熱建材の性能・普及の現状【ガラス】

 新築戸建住宅における複層ガラスの比率は、面積ベースで9
割を超えており、Low-E化率も８割を超えている。

 新築共同住宅では、複層ガラスの比率は、戸・面積ベースで8
割を超えている。Low-E化率は2019年度で4割を超え、順
調に改善しているものと推定される。

出典:板硝子協会 複層ガラス普及率の統計結果

（２）普及状況



１．高断熱建材の性能・普及の現状

 目標基準値の代替指標となるLow-E複層ガラス
の普及率は、2022年度目標値（66.1%）を
達成している。

 ガス化率も着実に上昇しているが、クリプトンガスが
主に封入されるトリプルガラスの数量増は限定的
であり、トリプルガラスが複層ガラス全体の熱貫流
率に影響を及ぼすには至っていない。

出典:株式会社野村総合研究所 「建材トップランナー制 度の運
用実態調査 及び窓の表示制度の状況調査報告書（令
和3年3月）」

【参考】建材トップランナー制度の状況（ガラス）

■ ガラス厚み10mm以下におけるLow-E複層ガラスの普及率 ■ ガラス厚み10mm以下の複層ガラスにおけるガス化率

2022年度（目標年度）における中空層厚み別の出荷シェアが、
2012年度（基準年度）と変わらないと仮定した場合の目標基準値
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（１）種類・性能

アルミ製サッシ
一重構造

アルミ製サッシ
枠・障子熱遮断構造

アルミ樹脂
複合製サッシ

アルミと樹脂の複合構造

樹脂製サッシ

アルミ製の中間に樹脂材
など熱が伝わりにくい材料
を設置している構造
一見、アルミ製に見えるが、
断熱性が高いサッシ

アルミ製の室内側に樹脂
材を配している構造。
室内側からは一見樹脂製
サッシに見える。樹脂を木
調に色付けすることもでき、
デザイン性にも配慮されて
いる。

樹脂材料で構成された構
造。
断熱性に優れている。

断熱性能低 高

１．高断熱建材の性能・普及の現状【サッシ】

 サッシの種類は主に、アルミ製・樹脂製・アルミ樹脂複合製の３つ。

枠の室内側に樹脂材を設
置し、枠に発生する結露を
発生しにくくするものもある。
ストック住宅はこの仕様が
一般的。最近の新築では
殆ど使用されていない。
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１．高断熱建材の性能・普及の現状【サッシ】

（２）普及状況
 アルミサッシが10.0%、アルミ樹脂複合サッシ＋樹脂サッシ＋木製サッシの高断

熱サッシが90.0％と高断熱サッシのシェアは着実に増加している。

 また、樹脂サッシの構成比についても、22. 3％と着実に普及が進んでいる。
出典:日本サッシ協会2020年度調査
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１．高断熱建材の性能・普及の現状【断熱材】

(１) 種類・性能

断熱材
セルローズファイバー(CF)

ロックウール（ＲＷ）

グラスウール（ＧＷ）

発泡プラスチック系

無機繊維
系

木質繊維
系

フェノールフォーム(PF)

ポリエチレンフォーム(PEF)

硬質ウレタンフォーム(PU)

押出法ポリスチレンフォーム(XPS)

ビーズ法ポリスチレンフォーム
(EPS)

インシュレーションボード

熱伝導率
mw/(m・K）

32～52

22～40

19～40

34～42

18～20

34～47

38～40

40～52

34～41

 断熱材は、無機繊維系、木質繊維系、発砲プラスチック系
の３種類に大きく分かれる。
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１．高断熱建材の性能・普及の現状【断熱材】

(２) 普及状況

 省エネ基準の適合率の上昇やＺＥＨなど高断熱住宅の普及に
より平均熱伝導率は良化傾向（建材トップランナー制度実績）。

 繊維系断熱材については細繊維化・高密度化、発泡プラスチック
系断熱材については発泡セル径の小型化・低輻射成分の混入な
どにより高性能品の開発が行われている。
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• グラスウール断熱材の熱損失防止性能（λ）の加重平均値の推移

注）本推計では、グラスウール断熱材の製造事業者各社のλの加重平均値に、過去年度における製造事業者間の出荷割合を乗じることで、業界全体で
の加重平均値を算出した。また、今回の報告上の熱伝導率λは熱抵抗（R値）と厚みより算出しているため、実際の各事業者が把握しているλと比較する
と両者には差異が生じている。
出所）業界提供データに基づき作成

【参考】性能改善推移（グラスウール断熱材）
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• 押出法ポリスチレンフォーム断熱材の熱損失防止性能（λ）の加重平均値の推移

注）本推計では、押出法ポリスチレンフォーム断熱材の造事業者各社の熱損失防止性能λ別出荷実績から、業界全体での加重平均値を
算出した。
出所）業界提供データに基づき作成

【参考】性能改善推移（押出法ポリスチレンフォーム断熱材）

0.03542 0.03515 0.03495
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２．高断熱建材の普及に向けた取組み

(１) 施策の状況

 住宅における空調エネルギー削減のためには外皮の断熱性能の向
上が必要であり、外皮を構成している建材（断熱材・サッシ・複層
ガラス等）の断熱性能の底上げのための施策であり、2022年度を
目標としてメーカーに課せられた規制措置である。

建材トップランナー制度における主な対象製品と性能改善率※
※2012年度比

①建材トップランナー制度

【サッシ】
約3～15％

【複層ガラス】
約7％

【断熱材】
約1～6％
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■断熱材に対するトップランナー制度

※2 吹付け品については「吹付け硬質ウレタンフォームの熱の損失の防止のための性能の向上等に関するガイドライン」を公表、準建材トップラン
ナー制度として位置付け。 （平成29年10月17日開始、目標年度2023年度）

■断熱材の種類と出荷割合※1（2017年） ※1経済産業省調べ（令和元年7月30日 ）

繊維系 発泡プラスチック系

グラス
ウール

ロック
ウール

セルロース
ファイバー

押出法
ポリスチレン
フォーム

硬質ウレタン
フォーム

ビーズ法
ポリスチレン
フォーム

フェノール
フォーム

住宅・非住宅
における断熱材の
出荷割合

53% 9% 1%未満 20%
11%

現場吹付け品:9％
ボード品:2％

5% 2%

メーカー 4社 2社 4社 3社 15社 41社 3社

ロックウール
押出法
ポリスチレンフォーム

(2013年12月施行、目標年度2022年度)

※2硬質ウレタンフォーム

(2020年4月施行、
目標年度2026年度)

グラスウール
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２．高断熱建材の普及に向けた取組み

 消費者や窓を選択する事業者へ窓の省エネ性能をわかりやすく示し、
省エネに資する建材の普及促進に寄与する。

 2021年2月のJIS改正に伴い、窓の断熱性能区分の見直しおよび
日射熱取得性能等級区分新設がされたことから、表示制度見直し
も検討中。

②窓の性能表示制度
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２．高断熱建材の普及に向けた取組み

(２) 建材業界の取組み

１）中小工務店向けZEH普及ツールの作成と普及活動
 ＺＥＨ普及には外皮計算、一次エネ削減率計算が不可欠なため、

工務店が計算に習熟するようＺＥＨ基準適合仕様例を提供してい
る。

 テキスト「ＺＥＨのつくり方」と冊子「製品リスト」作成。建産協HPで
無償ダウンロード配信、(一社)ＺＥＨ推進協議会と提携し、全国で
セミナーを実施。

①建産協
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２．高断熱建材の普及に向けた取組み

【ZEHのつくり方】 （一部抜粋）
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２．高断熱建材の普及に向けた取組み

【製品リスト】 （一部抜粋）
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２．高断熱建材の普及に向けた取組み

２）優良断熱材認証制度（EI認証）
 多種多様な断熱材の性能を消費者等が理解しやすくするために、高

い性能の断熱材を認証し、認証された製品に性能を表示する制度。
 認証されると、事業者は認証書とともに、製品・カタログ等に性能を表

示した認証マークを使用できる。

優良断熱材
認証マーク

優良断熱材
認証書

※19社95製品が認証(2021年4月1日現在)
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２．高断熱建材の普及に向けた取組み

3) その他
 断熱リフォーム、リフォームの公的支援に関する普及広報コンテンツを

作成し普及。

住宅の燃費
省エネリフォームによって光熱水
費が削減されることを金額で評
価したもの

リフォームの公的支援策
をまとめたもの断熱リフォーム専用サイト



２．高断熱建材の普及に向けた取組み

 板硝子協会では、Low-E複層ガラスを「エコガラス」としてPRしている。
 2019年からは、より高性能なLow-E複層ガラスを「エコガラスＳ」と定義し、ZEHや

HEAT20などの高性能な住宅に適合するガラスとして普及を図っている。

②板硝子協会

「エコガラス」マークについて

また、TR制度においては、カタログ
等での性能表示以外に、ガラスラ
ベルに「TR制度基準達成ガラス」
の印字を行い、一般消費者等へ
TR制度の訴求、基準達成ガラス
への誘導を行っている。

19
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２．高断熱建材の普及に向けた取組み

 建材トップランナー制度、窓の性能表示制度、省エネ基準に準じた
評価方法の解説等、ホームページ上で公開。

 定期講習会の開催。

 会報 『窓快』の発行。

 登録事業者向けに外部開口部リストを公開することにより、住宅の
外皮計算のハードルを下げる。

 HEAT20 設計ガイドブック、木活協テキスト 制作協力。

③日本サッシ協会
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２．高断熱建材の普及に向けた取組み

事業者向け定期講習会 会報 窓快12号

取組 対象 内容 その他

登録事業所向け定期講習会 サッシ販売店約5,000事業所 1回/年登録事業所への省エネ行政等の講習会実施 2009年より1回/年開催

登録事業者向けメルマガ メルマガ登録約2,500軒 お役立ち情報として、最新省エネ情報等提供 2013年7月より毎月配信

協会ホームページで発信 一般公開 窓の性能表示制度・省エネ基準情報等 1回/月更新

登録事業者向け会報 サッシ販売店約5,000事業所 特集記事での省エネ情報の提供 2009年より1回/年発刊

外部開口部リスト提供 登録事業所（サッシ販売店） 住宅個別物件のの外皮計算計算シート 外皮計算のハードル引下げ

住宅サッシ委員会共有 全国１０ブロック 省エネ情報・建材トップランナー促進 1回/年 

他団体事業へ参画 ― HEAT２０設計GB、木活協テキスト 委員の派遣
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２．高断熱建材の普及に向けた取組み

④断熱建材協議会
 熱抵抗値（R値）ー熱貫流率（U値）読み替え表の作成・ＨＰ掲載。
 みなし仕様例示 ⇒本年度計画。
 断熱施工マニュアルの作成:充填・外張・付加断熱。
 断熱施工講習会の開催。
「断熱建材協議会の標準施工法」のマニュアルを使って、中小工務店・
大工さんに正しい断熱施工技術の習得をサポートしている。
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３．課題及び今後の対応、政策提言

①住宅・建築物の省エネ対策に係る現行の規制水準では、性能が高く
ない製品でも認められるケースがあり、こうした需要に対応するため建
材業界としては当該製品を生産・販売する必要がある。
－現行省エネ基準では、地域や開口部比率によっては「アルミサッシ＋単板ガラス」

でもクリアできる、高性能ガラス（Low-E三層複層ガラス等）が要求されない等。

②建材業界としては、現行の省エネ基準を超える省エネ性の高い住宅
（ZEH、HEAT20）に対応できるような高性能の建材の供給が可能で

あるが、需要拡大が課題となっている。
－建材メーカーは、建材トップランナー制度等のもと、性能向上に努め新商品を開

発し、ZEHやHEAT20（G1・G2・G3）に対応。

③住宅ストック（約6千万戸）については大半が現行の省エネ基準を
満たしていない。カーボンニュートラルの達成のためには住宅ストックの
断熱化が不可欠である。

(１)課題
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３．課題及び今後の対応、政策提言

①建材業界としては、2030年までにすべての新築住宅においてZEH相
当の水準となるよう、断熱材及び窓（サッシ及びガラス）のそれぞれ
の製品について、市場に普及している製品性能の向上に努めていき
たいと考えている。

②一方、高性能な製品を市場に普及させるためには、需要側への規制
（住宅の性能基準に係る定期的かつ段階的な適合義務化の導入）

等が不可欠である。これに伴い性能が低い製品の使用が抑制される。

③このため、国の2030年目標、2050年目標に向けた建材としての
取組の実施にあたり、需要側への規制の導入時期と水準を明らかに
していただくことを業界として要望する。

④また、住宅ストックに関しては、現状の省エネ水準を把握したうえで、
今後の方向性として、建替え・断熱改修の比率、誘導水準を示して
いただきたい。

(２) 今後の対応、政策提言
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３．課題及び今後の対応、政策提言

⑤また、需要側の規制への円滑な対応やより高性能な製品の市場への
普及の観点から、制度・支援の充実を併せて要望する。
－建築物省エネ法における省エネ基準の定期的見直し（引き上げ等）、非住宅

の外皮基準設定、性能評価の充実（開口部日射制御部材の評価）等
－住宅性能表示制度における断熱等性能等級等の上位水準の設定、住宅の建

設請負契約・売買時における断熱性能等の表示の促進、既存住宅の断熱改
修の評価基準の設定

－高性能住宅（ZEH、HEAT20対応住宅、LCCM等）新設や省エネリフォーム
への支援（補助金等）の充実

(２) 今後の対応、政策提言


